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鱗
 

（・
 

、
  
‘
 

‘
瞬

・し
 

成
 

奈
「
 

奏
 

ご
・「
 火

災
現
場
協
力
者
表
彰
 

・

火
災
初
期
消
火
の
松
尾
光
秋
さ
ん
 

サ
」
 

八
月
二
十
八
日
、
火
災
の
初
期
消
火
に
協
力
し
た
松
 

尾
光
秋
さ
ん

（
金木
町
芦
野
）
に
、
五
所
川
原
地
区
消

防
事
務
組
合
の
管
理
者
で
あ
る
平
山
市
長
か
ら
、
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

去
る
八
月
十
四
日
、
松
尾
さ
ん
は
自
宅
向
い
の
工場
火

災
を
早
期
に
発
見
。
家
族
に
消
防
通
報
を
指
示
後
、
持
ち

主
に
連
絡
し
ス
プ
レ
ー
式
消
火
器
で
初
期
消
火
し
ま
し
た
。
 

冷
静
な
判
断
と
迅
速
な
行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
た
功
績
に
、
市
長
は
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
松

尾
さ
ん
は

「
会社
（
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ス
ハ
イ
コ
ン
ポ
 

ー
ネ
ン
ツ
）
・で
自
衛
消
防
隊
が
組
織
さ
れ
て
い
て
、
定

期
的
に
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
お
か
げ
で
慌
て
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
ま
し
た
」
 

と
消
火
活
動
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
 

表彰を受ける松尾さん。消火訓練の経験が 

火災による被害拡大を食い止めました。 

~議凄“~． 

き
に
演
奏
し
た
「
夢
へ
の
一
歩
」
な
ど
四
曲
を
演
奏
。
華
麗
な

バ
チ
さ
ば
き
は
約
二
千
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
、
盛
大
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
 

つ
づ
い
て
、
同
大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
小
山
内
薫
さ
ん
、
 

永
村
幸
治
さ
ん
ら
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
。
柴
田
三
兄
妹
と

組
ん
だ
ユ
ニ
ッ
ト

「疾
風

（
はや
て
）
」
と
し
て
も
再
び
登
場

し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
る
と
会
場
か
ら
は

盛
ん
に
声
援
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
へロ
間に
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
 

鼠
石
八
郎ざ
ん
の
ト
ー
ク
に

会
場
は
爆
笑
の
渦
に
‘・

・
《
 

み
の
黒
石
八
郎
さ

ん
が
楽
し
い
ト

ー
 

ク
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、
 

会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
 

チ
l
ム
五
所
川原
 
力
走
 

脚
罵
興
舞
羅蛋
奏
会
 

九
月
二
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た

大
会
で
、
当
市
は
総
合
1
5位
の
成
績
で

し
た
。
五
所
川
原
市
代
表
選
手
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

1
区
・
鳴
海昭
紀
（
岩大
4
）
、2
区

・

寺
山
航
輝
（
金南
中
3
）
、3
区

・
一
一戸

慶
之
（
日体
大
1
）
、4
区

・
高松
大
地
 

（
木造
高
3
）
、5
区

・
一
戸
麻
未
（
五

一
中
2
）
、6
区

・
岩
谷康
生
（
山田
高
 

1
）
、7
区

・
三
浦
舞
子
（
木造
高
1
)
 

8
区
・
工藤
一
磨
（
五一
中3
）
、補
欠

・

古
川
裕
望
（
木造
高
3
）
・
梶
浦陽
平
（
五

所
高
2
）
・
平川
怜
（
金南
中
2
）
・増

田
修
也
（
五
四
中2
）
・
柴
谷
陽乃
（
五

一
中
2
)
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釧5回 

通
看
⑨！
環線
 
観
客
甚魅
了・
・
 

ト
寒
靖か竃
と
 

九
月
一
日
、
津
軽
三
味
線
会
館
屋
外
  

最
初
に
登
場
し

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
第
十
四
回
仁
太
坊
 
た
の
は
、
個
人
、
 

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

団
体
の
部
で
優
勝
 

こ
の
祭
り
は
金
木
町
出
身
の
津
軽
11
1
 
し
た
柴
田
雅
人
さ
ん
、
 

味
線
の
始
祖
、

仁
太
坊
（
秋
元
仁
太
郎
）
 
佑
梨
さ
ん
、
愛
さ

が
、

生
前
金
木
町
内
を
演
奏
し
廻
っ
て
 
ん
の
三
兄
妹
で
、
 

い
た
と
の
史
実
に
沿
っ
て
、

仁
太
坊
祭
  
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
怒

り
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
 
涛
の
如
く
（
ど
と

も
の
で
、
今
回
は
津
軽
三
味
線
全
日
本
  
う
の
ご
と
く
）
」
 

金
木
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
若
手
奏
者
  
や
今
年
の
大
会
で
 

が
競
演
し
ま
し
た
。
 

団
体
優
勝
し
た
と
 



愚
＠

艦
き

ー
どう
易
つ
が与
ご
さ
い
誹
し
た
、
播
 

一
 

 

五
所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
の
選
手
が
、十
月
に
岩
手
県
花

巻
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
出
場
報
告
の
た
め
、
九

月
三
日
平
山市
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
 

報
告
に
訪
れ
た
の
は
其
田
美
咲
さ
ん
、
 

佐
々
木
夢
さ
ん
、
原
田
彩
乃
さ
ん
、
小

山
内
千
尋
さ
ん
（
以上
三
輪
小
6
年
）
、
 

吉
岡
里
佐子
さ
ん
（
中
央小
6
年
）
佐
々

木
輝
さ
ん

（三
輪
小
5
年
）
、
長
内
志

保
美
さ
ん

（
五
小5
年
）
、
吉
岡
亜
有

子
さ
ん
（
中央
小
4
年
）
の
八
名
で
、
 

先
に
行
わ
れ
た
東
北
大
会
予
選
会
に
お

い
て
上
位
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
り

出
場
が
決
ま
っ
た
も
の
で
、市
長
は
「
全

国
大
会
目
指
し
て
頑
張
って
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
、
選
手
た
ち
は
「ま
ず
一
勝
す

る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。
 

九
月
四
日
、
五
所
川
原
剣
道
協
曾

の
太
田
光
香
さ
ん
（
中
央
小
5
年
）
が
、
 

第
二
十
五
回
全
日
本
小
・
中
学
生
女

子
個
人
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
の
出
場

報
告
の
た
め
平
山
市
長
を
訪
間
し
ま

し
た
。
 

太
田
さ
ん
は
、
七
月
に
行
わ
れ
た

県
予
選
に
お
い
て
、
み
ご
と
優
勝
。
 

九
月
二
十
三
日
に
岡
山
県
倉
敷
市
で

行
わ
れ
る
同
大
会
に
出
場
が
決
っ
た

も
の
で
す
。
 

や
や
緊
張
気
味
の
太
田
さ
ん
に
市

長
は

「
県大
会
優
勝
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

全
国
大
会
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
。
太
田
さ
ん
は

「
一
つ
で
も

多
く
勝
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
 

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

新
柳
響
へ
 

教
育
機
器
を
寄
贈
 

五
所
川
原
第
一
中学
校
 

五
一
中
の
新
校
舎建
設
に
携
わ
っ
た

一
干
一
の事
業
所
が
協
賛
し
、
同
校
の

教
育
環
境
充
実
を
願
い
教
育
機
器
、
総

額
四
百
六
十
万
円
分
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

協
賛
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
、
 

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

寄
贈
品
及
び
数
量
 

①
水
飲
み
蛇
口
 

1
2
 

②
A
E
D
（
体
外式
除
細
動
器
）
 

1
 

③
製
氷
器
 

●1
 

④
音
楽
室
用
ス
ク
リ
ー
ン
 

⑤
音
響
機
器
 

⑥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
 

⑦
授
業
用
パ
ソ
コ
ン
（
含ソ
フ
 
 

創
立
2
8周
年
記
念
と
し
て
）
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
金
木
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

（古
川
均
 

会
長
）
H
寄
贈
（
津
軽
「
味
線
会
館
・
 

観
光
物
産
館
駐
車
場
に

「
時計
」
）
 

令
司
大
会
慈
目
指
G
で
了
 

全
日本
小
・
中学
生
女
子個
人

第
維
課
妹

雄

出
場
報
告
 
選
抜剣
道
錬
成
大会
出
場
報告
 

と 

加 

●

ー
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

（
高
橋

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
税
 
義

彦
理
事
長
）

【
一
一
十
万円

（組

理
士
）
H
二
十
八
万
円
（
事
務
所
 
合

創
立
3
0周
年
記
念
と
し
て
）
 

〇
西
北
五
管
工
事業
協
同
組
合
青
年
部
 

（
小
野
賢部
長
）
H
奉
仕

（芦
野
公
園
、
 

金
木
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
水
道

設
備
の
点
検
修
理
）
 

3 平成 19年 9月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 



⑩
五
所
川
原
市
シ
ル
バ

ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
 

1
0月
1
日
よ
り
 

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
 

 

皿
（
3
4)8
8
4
4
 

 

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
 

m
(3
4)2
3
3
0
 

9月21日（金）-30日（日）までの10日間 
運動の重点〉 

1 高齢者の交通事故防止 	 一 
2 飲酒運転の根絶 
3 タ暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止 
4 後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

タ幕ねヲイ予 あなたのマナーも ひかります 
A、タ暮れ時の早め点灯運動実施中◆ 

秋の全国交通安全運動I 

9月釘
知
ら
飼
 

水
道
管
の
洗
浄

作
業
 

に
つ
い
て
 

五
所
川
原
市
水
道
事
業
所
 

皿
（3
5)9
9
1
2
 

水
道
管
の
維
持
管
理
の
た
め
、
次
の

と
お
り
洗
浄
作
業
を
行
い
ま
す
。
 

作
業
時
間
内
に
水
道
水
を
使
用
し
ま

す
と
、
濁
り
水
が
出
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
地
区
 
鶴
ケ
岡
、
藻
川
、
毘
沙

門
・
長
富
 

◇
洗
浄
作
業
日
時
 

9
月
2
0日
困
2
2時

5
2
1日
岡
5
時

※
対
象
区
域
外
で
も
、
近
隣
の
町
内
で

は
濁
り
水
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

現
在
の
旧
市
民
会
館
か
ら
市
民
体
育

館
の
中
に
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。
1
0
 

月
1
日
か
ら
仕
事
の
受
付
や
代
金
納
入
、
 

入
会
手
続
き
等
も
移
転
先
に
移
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
は

変
わ
ら
ず
m
(3
4)
8
8
4
4（
代）
です
。
 

子
ど

も
の

悩
み
 

な
ん
で
も

相
談
 

「
こ
ども
の
人
権
1
l
o番
」
強
化
週

間
の
一
環
と
して
、
人
権
擁
護
委員
（
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）
が
電
話
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

法
務
局
な
ん
で
も

相
談

特
設
人
権

相
談
 

◇
家
族
間
に
よ
る
も
の
 
夫
婦
の
い
ざ

こ
ざ
、
遺
産
相
続
、
老
後
の
扶
養
 

◇
近
隣
関
係
に
よ
る
も
の

i
騒
音
、
亜
）
 

臭
公
害
、
土
地
境
界
の
争
い
 

◇
学
校
や
職
場
内
の
も
の
…
生
徒
間
の

い
じ
め
、
先
生
に
よ
る
体
罰
、
就
職

の
際
の
差
別
 

※
こ
の
他
、
登
記
・
借
地
・
借
家や
交

通
事
故
に
と
も
な
う
問
題
な
ど
。ち

ょ
つ
と
し
た
事
で
も
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
 
相
談
無

料
、
秘
密
厳
守
。
 

●

9
月
2
9日田
 
1
0時
3
0分

5
1
5時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

◇
担
当
者
 
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
 

土
地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員
 

労
災
年
金
巡
回
相
談
指
導
会
 

助
労
災
年
金
福
祉
協
会
（
労
災
ケ
ア
 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
 

皿
o
l
7
(7
34
)7
5
71
 

労
災
年
金
受
給
者
と
そ
の
家
族
の
方

を
対
象
に
、
巡
回
指
導
会
を
開
催
し
ま

す
。
労
災
年
金
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の

他
年
金
生
活
を
続
け
る
う
え
で
生
じ
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
相
談
無
料
。
 

全
国
一
斉
司
法
書
士
 

法
律
相
談
（
無
料
）
 

青
森
県
司
法
書
士
会
 

m
ol
7
(7
7
6
)83
9
8
 

◇
相
談
内
容
 

多
重
債
務
、
相
続
、
登
記
な
ど
 

●青
森
会
場
 

9
月
2
9日
田
 
1
0時、
1
6時
 

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
 

●

五
所
川
原
会
場
 

9
月
2
9日
田
 
1
0時、
1
5時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
具
体
的
な
手

続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
は
別
途
費

用
が
か
か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に
確

認
く
だ
さ
い
。
 

一
読
み
聞
か
せ
フ
ェ
ア
 

「よ
ー
つ
こそ
 

お
は
な
し
の
世
界
全
 

ご
し
ょが
わ
ら
子
ど
も
読
書
活動
推
進

実
行
委
員
会
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
 

課
内
）
 

内
線
3
3
2
2
 

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。
 

●

9
月
3
0日
囲
 
1
0時
、
1
2時

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料
 

危
険
物
取
扱
者
試

験
 

・

1
1月
1
0日
田
、
1
7日
田

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘
前
市
）
 

・

1
1月
1
1日回
、
1
8日
回
 

危
険
物
取
扱
者
試

験
に

と
も
な
う
事
前
講

習
 

消
防
法
令

…
1
0月
2
5日
俸
 

9
時

5
1
6時
3
0分
 

物
理
・
化学

…
1
0月
2
6日
岡
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

会
場
…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
 

タ
ー
 

受
付
…
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
ら
 

行
い
ま
す
 

間
い
合
わ
せ
…
卿
木
村
石
油
 

皿
（3
4)
3
1
6
5
 

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方
 

を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。
 

、
 

●
9
月
1
8日
因
5
m日
困
 
1
0時、
1
7時 
●

1
0月
3
日
困
 
1
0時、
1
4時
3
0分
 

青
深
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

●

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
 

青
森
工
業
高
等
学
校
（
青
森
市
）
 

1
0月
1
日
囲
、
5
日
岡
 

・
1
2月
1
日
田
 

※
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料
相
談
は
 

鯵
ケ
沢
高
等
学
校
（
鯵
ケ
沢
町
）
 

青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
 
＠
受
付
 
9
月
2
5日因
、
1
0月
4
日
困

タ
ー
m
o
l
2o
1
9
4
01
23
 
※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
本
部
及
び
最
 

0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

珊川鳳li変通雄対ニ“冨議会・五所川原警察署 
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五
所
川
原
狼
野
長
根
公

園
 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
 

ハタケシメジ（キシメジ科） 
秋に路傍、畑などに発生。傘
は褐色、通常白いかすり状の
模様がある。 

シー／ 

り、ー、事× 

~ 生
田
流
筆

曲
演
奏
会

第
6
回

「
士
奏
会」
 

事
務
局
 
皿
（
5
3)3
1
2
2
 荒
関
 

5
微
笑
み

の
国
か
ら

ー
 

ベ
ト
ナ
ム
ア
ン

サ
ン
ブ

ル

コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
7
 

実
行
委
員
会
 
皿
（
3
4)6
2
0
9
 白川
 

ベ
ト
ナ
ム
の
音
楽
と
踊
り
「
桃
花
グ

ル
ー
プ
」
が
来
日
。
 長
い
間
ベ
ト
ナ
ム

民
衆
の
中
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
音

楽
と
踊
り
が
存
分
に
披
露
さ
れ
ま
す
。
 

●

1
0月
3
日
困
 
開
演
1
8時
3
0分

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
入
場
料
（協
力
券
）
大
人1
0
00
円

※
コ
ン
サ
ー
ト
の
益
金
は
 「
ベ
トナ
ム

枯
れ
葉
剤
被
害
児
童
リ
ハ
ビ
リ
施
設
」
 

へ
の
支
援
金
と
な
り
ま
す
。
 

嗣
屍

サ

ロ
ン
 

ロ 

固定資産税3期 
国民健康保険税第3期の 
納期限です。 
忘れずに納めましよう。 

収納課 内線2241 -2251 

／ー 

、 

了 
糸 

1= 

介 

介護保険料第3其
納期限です。 

忘れずに納めましよ

介護福祉課 内線2452・ 

五所」~源市 B月の火災、救急、救助出動件数（単位件〕 

意の火” 7 “消さないで あなたのしの 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成19年 9 33 184 1，巧1 3 20 
平成18年 4 29 174 1,379 6 33 
比 	較 5 4 10 L428 △ 3 LJ3 

問台せノ五所川原地区消防事務組食肖防本部 嘩蘭一2019（内線 25) 

5 平成 19年 9月 15日 五所川原市役所 B35- 2111 

●

1
0月
8
日
（月
・
祝
）
受付
8
5
9
時

ス
タ
ー
ト
9
時
3
0分
 
雨
天
決
行

狼
野
長
根
公
園
特
設
コ

ー
ス
 

※
走
っ
た
後
は
、
夢
の
温
泉
で
疲
れ
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
参
加
選
手
は
無
料

で
入
浴
で
き
ま
す
。
入
浴
準
備
も
お

忘
れ
な
く
。
 

◇
種
目
 
男
女
・
学年
・
年
齢
別
に
1
2
 

種
目
と
フ
リ
1
1
種
目
 

◇
参
加
費
 
一
般…
2
o
o
o円

小
・
中
高
校
生
…
1
0
0
0円

◇
表
彰
 
全
種
目
8
位
ま
で
表
彰
。
学

校
ま
た
は
チ
ー
ム
対
抗
の
団
体
賞
。
 

全
員
に
参
加
賞
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ

ャ
ツ
）
。
そ
の
他
に
特
別
賞
が
多
数
。
 

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、参
加
料
（
現
金）
をそ

え
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
9
月
2
0
 

日
困
必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

申
込
用
紙
は
金
木
総
合
支所
、
市
浦

総
合
支
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
 

当
日
の
申
込み
は
オ
ー
プ
ン
参
加
（
賞

対
象
外
）
と
な
り
ま
す
。
 

〒
o
m
71
0
0
6
3
 
五
所
川
原
市

大
町
3
71
5
 工
藤
歯
科
医
院
内
大

会
実
行
委
員
会
 

五
一
中
「
旧
校
舎
J
見
学
会
 

五
一
中
P
T
A
 
事
務
局
（
中
谷
 

教
頭
）
 

皿
（3
5)2
8
2
0
 

4
0年
間
と
い
う
長
き
に
渡
り
多
く
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
た
五
所
川
原
第
一

中
学
校
の
古
い
校
舎
が
間
も
な
く
解
体

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
校
舎
へ
の
お
別

れ
と
し
て
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
卒

業
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
集
ま
り
、
 

郷
愁
に
ふ
け
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

9
月
2
3日
回
 
9
時

5
1
2時
 

※
写
真
等
撮
影可
。
事
前
申
込
み
不
要
。
 

新
校
舎
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
0
 

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
 

リ
ン
グ
五
所
川
原
大
会
 

五
所
川
原
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ協
会
事
 

務
局
 
皿
（
3
5)1
6
7
7
 三
国
 

●

9
月
2
3日
同
 
受
付
8
時

ー
 

集
合
…
菊
ケ
丘
運
動
公
園
駐
車
場
 

（テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
）
 

◇
コ
ー
ス
（
往
復
）
 

A
…
五
所
川
原
、
廻
堰
 

B
…
五
所
川
原

5
鯵
ケ
沢
、
廻
堰
 

※
大
会
終
了
後
に
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。
 

お
昼
は
豚
汁
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

◇
参
加
資
格
 
小
学
4
年
生
以
上
 

◇
参
加
料
（
傷
害
保
険
料
等
）
 

中
学
生
以
下
 
2
o
o
円
 

高
校
生
以
上
 
5
o
o
円
 

◇
申
込
方
法
 
9
月
1
9日
困
ま
で
に
市

内
各
自
転
車
店
ま
た
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
事
務
局
ま
で
申
込
み
。
 

当
日
の
申
込
み
も
可
能
で
す
が
、
傷

害
保
険
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
 

き
の
こ
展
示
会
 

［同
時
開
催
］き
の
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局
 

内
線
 
2
1
0
0
 

●

1
0月
8
日
（月
・
祝
）
 1
0時

5
1
6時

立
侵
武
多
の
館
 
l
F
ホ
ー
ル
 

楠
美
家
住
宅
 

「
登り
窯
で
須
恵
器
体
験
」
 

参
加
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 
内
線
 
3
3
2
4
 

芸
術
の
秋
、
親
子
や
友
人
と

一
緒
に
、
 

自
分
だ
け
の
須
恵
器
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
 

金
木
町
出
身
の
荒
関
裕
子
さ
ん
ら
東
 
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

京
襲
術
大
学
出
身
十
人
が
伝
統
楽
器
で
 
●
9
月
2
3日
回
 
1
0時

5
 

あ
る
筆
、
三
味
線
、
十
七
弦
を
演
奏
。
 

津
軽
金
山
焼
 

●

9
月
3
0日
⑧
 
開
演
1
4時
3
0分
 

※
後
日
、
十
分
に
乾
燥
し
て
か
ら
、
楠

明
の
星
ホ
ー
ル
（
青森
明
の
星
高
校
）
 
美
家
住
宅
登

り
窯
に
窯
入
れ
し
ま
す
。
 

◇
入
場
券
 
前
売
N
5
o
o
円
、
当
日
 
◇
対
象
 
五
所
川
原
市
民
 

3
0
oo
円
、
高
校
生
l
o
o
o
円
 

◇
持
ち
も
の
 
タ
オ
ル
 

（小
中
学
生
無
料
・
全席
自
由
）
 

◇
参
加
費
 
8
0
0円
 

※
入
場
券
及
び
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
0日
困
 

×
 



ダヲり倦晒馴 

ー参加者募集中！- 

津軽・安藤氏が居城とした福島城。普段なかなか見

れない発掘調査中の現場を見学しませんか？その後は、 

し～うらんど海遊館でゆっくり過ごし、タラソで癒さ

れましょうi) 

◇期 日 9月26日困 9時30分～ 

雨天決行 

◇内 容 し～うらんど海遊館 = 

唐川城＝ン山王坊遺跡り福島

城内郭発掘現場り福島城外郭 

=〉歴史民族資料館＃昼食＝う

し～うらんど海遊館 

（入館料・弁当代等込み） 
	一~つ‘・ ‘ 一・ 

◇申込締切 9月23日回 

または定員25名 

し～うらんど海遊館 TEL27-7373 

E-mail shi ura卿e1 lnessdevelopment co. jp 

介護支援専門員等（非常勤職員）募集 

人事課 内線2141 

市では、 「介護支援専門員等（非常勤職員）」を募 

集しています。 

◇資格等 次の①及び②の条件を満たす方 

①「介護支援専門員」、「看護師（地域ケア、地域保 

健等に関する経験を有する方）」いずれかの資格 

を有していること 

②普通自動車運転免許証を所持していること 

◇募集人員 3名 

◇雇用開始 平成19年10月から 

◇業 務 要支援認定を受けた方に対する介護予防 

ケアマネジメント（「介護予防支援」）の実施（パ 

ソコン操作あり） 

◇勤務条件等 

・時給990円 
・勤務時間9時～17時15分（休憩45分あり） 
・社会保険、雇用保険、労災あり 

◇勤務場所 五所川原市字幾世森218-6 

五所川原市地域包括支援センター 

◇申込方法 9月25日因までに、あらかじめ電話連絡 

のうえ、履歴書、資格免許証及び普通自動車運転免 

許証の写しを人事課へ提出 

環境影響評価方法書の縦覧について 
・ 一・ー』 ~」,・・・L 耳ー,,，~ 

" 

西北五環境整備事務組合が計画している l（仮称）西北五汚泥再生処理センター整

備事業に係る環境影響評価方法書』を縦覧します。また、この方法書の内容について、 

環境の保全の見地からのご意見を書面により提出することができます。 

●事業者名称・代表者の氏名及び主たる事務所の 

所在地 

西北五環境整備事務組合 管理者 平山誠敏 

五所川原市大字高瀬字一本柳1番地 

●事業の名称・種類及び規模 

◇事業の名称 （仮称）西北五汚泥再生処理センター 

◇事業の種類 条例別表第6号 廃棄物処理施設 

（し尿処理施設）の設置の事業 

◇事業の規模 166KL／日 

●対象事業実施区域 

青森県五所川原市大字高瀬字一本柳1番地地内 

●対象事業に係る環境影響を受ける範囲と認めら 

れる地域の範囲 

五所川原市・つがる市 

●縦覧場所 

五所川原市環境対策課（市内岩木町12) 

五所川原市立図書館（市内栄町119) 

つがる市環境衛生課（つがる市木造若緑61-1) 

西北五環境整備事務組合（市内高瀬字一本柳1) 

※ホームページでもご覧になれます。 

http://www.goshogawara.net.pref.aoniori .jp/ 

●縦覧期間 9月15日田- 10月14日（日） 9時～16時 

（ただし、図書館を除き土曜・日曜・祝日は縦覧

できません） 

●意見書提出について 

方法書の内容について、環境の保全の見地からの

ご意見を書面により提出することができます。縦

覧場所に備え付けてある所定の用紙、または次の

記載事項を全て記載した任意の様式で提出してく

ださい。なお、F朕でも受け付けます。 

◇記載事項 

①氏名及び住所（法人その他の団体にあっては、 

その名称・代表者の氏名及び主たる事務所の所

在地） 

②意見書の提出の対象である方法書の名称 
③方法書についての環境の保全の見地からの意見

とその理由 

※②及び（③）は、日本語により記載してください。 

◇提出先 西北五環境整備事務組合 

〒 030-0087 五所川原市大字高瀬字一本柳1 

FAX 0173-36-3005 

◇提出期限 10月28日回 郵送は当日消印有効 

問い合わせ先 西北五環境整備事務組合 

TEL 0173-36-3004 担当者 盛 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年9月 15日 6 
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	健康推進課が喝筋知輪起~ !
!
!
!
!
 

fr
結核健診を受けましょう 

☆対象】65歳以上の市民（昭和18年3月31日生以前

の方。平成20年3月31日までに満65歳になる方

を含む） 

※ただし、今年度市民総合健診で肺がん検診をす

でに受診した方及び受診予定の方を除く。 

☆実施方法】胸部レントゲン撮影（無料） 

希望される方は、受診票をお持ちになり直接実

施場所へお越しください。受診票は市役所健康

推進課、保健センター 

市浦、金木総合支所保

険福祉係、または健診

当日受付に設置してい

ます。 

※右の表のとおり各地を

巡回しますので、実施

時間にご注意ください。 

（ こころの相談窓口 ） 

◆日 時」10月 9 日因 13時～14時 

◆場 所】市役所北棟2階 相談室 

◆対 象：眠れない日が続いている、憂うつな気分 

が続くといった相談のある市民 

◆申込み】相談日前日までに電話予約 

※精神保健福祉手帳等、福祉サービスに関する相 

談は、家庭福祉課（内線2435）で対応しています。 

【結核健診巡回場所一覧】 内線
2363'2366 

健診日 実施場所（地区名） 実施時間 

10 / 1 
（月） 

川倉ふれあいセンター前（金木） 9:00- 	9:15 
金木中央老人福祉センター前（金木） 9:30~ 10:10 
藻川コミュニテイ消防センター前（五所1順） 10:20~ 10:35 
小曲農村婦人の家前（五所川原） 10: 50- 11:10 
富士見コミュニテイセンター前（五所川原） 11 :20-u :4() 
ケアハウス ハルニレ前（五所I'源） 13: 00~ 13:30 
姥落集会所前（五所川原） 13:50~ 14:10 

10 / 2 
因 

嘉瀬コミュニテイ消防センター前（金木） 9:00- 9:20 
喜良市コミュニテイ消防センター前（金木） 9:30- 9:45 
金木中央老人福祉センター前（金木） 10:00--10:30 
コミュニテイセンター飯詰前（五所川原） 11:00- 11:15 
老人福祉センター前（五所川原） 11:40-12:00 
地域福祉センター前（五所川原） 13:30-14:00 

10 / 3 
困 

保健センター金木前（金木） 9:00- 9:3Q 
金木中央老人福祉センター前（金木） 9:50~ 10:20 
桜田集会所前（五所川原） 10:40-11:00 
松島会館前（五所」I源） 11:30-il :40 
緑風苑前（五所川原） 13:00-13:20 
青山荘前（五所川原） 13:30~ 14: 00 
コミュニテイハウス原子前（五所川原） 14:20~ 14:30 

10 / 4 
困 

脇元老人生きがいセンター前（市浦） 9:00- 	9:30 
磯松公民館前（市浦） 9:50 -- 10:10 
十三公民館前（市浦） 10:30-il: 10 
基幹集落センター前（市浦） 11 :30-12:Q 
保健センター市浦（市浦） 13:00-13:20 
太田公民館（市浦） 13:40~ 14:00 
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料理紹介 fli2 U も “ 
作りて酵孝せf 
五所川原市食生活改善主 

~～親子で作る料理～ 

1人分 l59kcal 塩分 1 .6g 

■材料（2人分） 
「鶏むね肉 	140 g 「梅干し 	1 個分 
~塩 	0.6 g l みりん 	小さじ 1 
L 酒 	小さじ2 L蒸し汁 	小さじ 2 
キャベツ 	80 g わかめ 	20 g 
プチトマト 	20 g 

■作り方 
①鶏肉に塩、酒をふり、蒸気のあがった蒸し器

に入れて 8~10分蒸す。 
②キャベツは苑でて短冊に切る。わかめは熱湯

でさっと苑でて食べやすい大きさに切る。プ
チトマトは半分に切る。 

③梅干しは種を除いて裏ごすか、細かく叩き、 
みりん、①の蒸し汁を入れてのばす。 

④①の鶏肉をそぎ切りにして器に盛り、③をか
けて②を添える。 

※疲れや暑さなどで食欲の無い時でも、さっぱり
と食べられる主菜料理です。梅の風味が食欲を
増進させ、なおかつ含まれているクエン酸は疲
労回復に効果があります。鶏肉をタラやタイな
どの白身魚に変えて作るなど、色々とエ夫して
みるのも良いでしよう。 

男性料理教室参加者募集 
男性のための料理教室。自身の食の健康管理関心 
を持っていただくためにも、ぜひ参加ください。 
◇日 時‘ 10 月 3 日困 18時～ 21 時 

◇場 所‘保健センター金木 
◇対 象 当市にお住まいの男性 
◇持参するもの】エプロン、三角巾 
◇料 金 テキスト代 315 円（材料費は無料） 
◇申込み．内線 2363 9 月 25 日（刈まで 
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乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容 小児科診察、歯科診察（1歳 6 か月・ 3歳

児）、尿・耳・目の検査（3歳児）、身体計測、発
達相談、離乳食のお話（4 か月児）等 

ノ~ ◆受付時間・・・12 】 00 - 12 】 30 
’ ◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等 

曇 
ヘルス・インフオメーション 

い 
健 康 推 進 課 公35-2111 （内線2363・2366) 
保健センター市浦 B27-7733 

（ みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 
健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

市
浦
 

太田公民館 10 月 3日（村 10:00 -- 11:00 
十三公民館 10 月 3日l村 13:30 - 14:30 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4か月児
健診 

10 月 2 日 
（刈 

生き活きセンター 
平成 19年 5月生まれ
全地区 

1歳6か月児
健診 

10 月器日 

（火） 
生き活きセンター 

平成 18年 4月生まれ
全地区 

3歳児 
健診 

10 月 11日 
（村 

生き活きセンター 平成 16年 4月生まれ
全地区 

〈お願い〉健診に来られない場合、すでに健診を受診した場
合等は、健康推進課にご連絡ください。 3 歳児健診につい

ては個別に事前通知します。 

（  エンゼル相談（母子相談） ) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽

しさや悩みを話してみませんか。いずれの開催日、会
場の利用も可能ですので、お気軽においでください。 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

日 	 時 実施場所 内 	容 

10月 3 日困・17 日（加 
10 : 00 - 12 : 00 
13 : 00 -- 15 : 00 

※ 17 日午後は予約が必要 
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター 
・各月齢での成長（身
体計測）、発達の確
認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談 
・子育て等に関する勉
強会、情報交換 

10 月 25 日困 
10 : 00 - 12: 00 

※子育てサロン同時開催 

保健センター 
金木 
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保健センター 
市浦 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

9月17日 ロ
H
  

健生五所月源診療所 ーッ谷 5081 7 35 - 2542 

9月23日 日
  

中村内科医院 錦町 1 一 134 35 一 3598 

9月24日 口
H
  

川崎胃腸科内科医院 敷島町 56 34 一 3330 

9月30日 
一
 

 田町小山クリ二ック 田町4-5 34-3431 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介客34-4999）でも紹介します。 

古紙配合再生紙使用 

C童血のぐ案内（バス巡回）―う 
期 	日 時 間 場 	 所 

10 月 2日（灼 
（成分献血） 

9:30 ~ 14 :30 保健センター五所川原 

10 月 11 日（木） 
9:30 ~ 11 :00 五所川原市役所 

13:00 - 	15 :30 フコク生命五所川原支部 

10 月16 日（尖） 
9:30 - 	11 :00 青森県合同庁舎 

13:00 -15 :30 東北電力五所川原営業所 

10 月23 日（火） 10:00 ~ 16 :00 イト一ョ一力ド一工ルムの街 
（東日流ライオンズクラプ主催） 

※成分献血は事前予約制です。ご協力いただける方は 9月26日
までに健康推進課へご連絡ください。 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 9月 15日 8 


